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発刊に当たって

▽月刊誌「ミックス」（大分合同新聞社発行）で連載した「政治は創造なり・元大分市長上田保物語」（2001 年 5 月号～ 2002 年 4 月号）

に若干手直しを加え、改題して 2003 年 2 月に書籍「ロマンを追って─元大分市長上田保物語─」を発刊。その書籍をデジタル

化したのが、今回のデジタルブックです。　　　（本書に登場する人物の年齢や肩書き、施設名称等は、「ミックス」連載時点のもの）
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昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七)

、
人
気
歌
手
笠
置
シ
ズ
子
の
「
東
京
ブ

ギ
ウ
ギ
」
が
爆
発
的
な
ブ
ギ
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
、
ラ
ジ
オ
か
ら
は
菊
池
章

子
が
歌
う
「
星
の
流
れ
に
」
の
け
だ
る
い
声
が
流
れ
出
す
。
書
店
で
は
、

発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
太
宰
治
の
「
斜
陽
」、田
村
泰
次
郎
の
「
肉
体
の
門
」

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

　
大
分
県
か
ら
は
野
球
界
に
彗
星
の
よ
う
に
現
れ
た
荒
巻
淳
（
大
分
経
専

＝
現
大
分
大
学
経
済
学
部
＝
の
野
球
部
）
が
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
を
さ
ら
っ

た
。
前
年
の
全
国
専
門
学
校
野
球
大
会
西
部
予
選
の
決
勝
で
、
大
分
経

専
が
鳥
取
経
専
を
二
―
〇
で
破
っ
て
優
勝
し
、
大
黒
柱
の
荒
巻
投
手
が

二
十
三
の
三
振
を
奪
い
、
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た

か
ら
だ
。
彼
は
大
分
経
専
卒
業
後
、
別
府
星
野
組
に
入
社
。
二
十
四
年
の

都
市
対
抗
全
国
大
会
優
勝
の
原
動
力
と
な
り
、
橋
戸
賞
を
受
賞
。
翌
年
、

プ
ロ
野
球
の
毎
日
オ
リ
オ
ン
ズ
に
入
り
、
左
腕
か
ら
繰
り
出
す
快
速
球
は

〝
火
の
玉
〟
の
異
名
が
つ
き
、
最
優
秀
選
手
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
ヤ
ク

ル
ト
・
ア
ト
ム
ズ
の
投
手
コ
ー
チ
時
代
の
四
十
六
年
、
肝
硬
変
を
患
い
、

四
十
四
歳
の
若
さ
で
他
界
す
る
。

　
大
分
市
中
心
部
の
戦
災
復
興
事
業
は
徐
々
に
進
み
、撤
去
さ
れ
る
バ
ラ
ッ

〝
火
の
玉
投
手
〟
荒
巻

ク
小
屋
に
代
わ
っ
て
木
造
の
商
店

や
民
家
が
立
ち
並
び
始
め
た
。
戦

後
初
の
公
選
市
長
選
や
市
議
選
を

目
前
に
し
て
、
市
内
は
選
挙
ム
ー

ド
が
一
挙
に
高
ま
っ
て
き
た
。

　「
上
田
保
、
大
分
市
長
選
に
出

投手コーチ時代の新巻淳
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な
っ
た
の
は
、
嘉
永
井
路
の
改
修
で
最
も
恩
恵
を
受
け
た
下
宗
方
や
八
幡

田
、
下
小
野
鶴
の
農
家
や
南
大
分
の
青
年
団
。
青
年
団
員
の
な
か
に
は
、

秦
一
人
（
市
職
員
で
後
の
市
収
入
役
）
や
工
藤
秀
明
ら
が
い
た
。

　　
な
か
で
も
、
工
藤
は
南
大
分
の
永
興
村
（
現
大
分
市
）
出
身
で
、
彼
の

父
正
平
は
大
分
市
長
選
後
の
大
分
市
議
選
に
立
候
補
し
て
初
当
選
し
て
い

る
。
大
分
県
師
範
学
校
付
属
小
学
校
か
ら
師
範
へ
進
ん
だ
が
、「
肌
が
合

わ
ぬ
」
と
中
退
。
か
ね
て
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
た
東
京
・
立
川
の
陸
軍
航

空
学
校
の
試
験
を
受
け
た
。大
分
で
あ
っ
た
一
次
試
験
に
通
っ
た
も
の
の
、

航
空
学
校
で
の
二
次
試
験
（
目
の
検
査
）
で
落
と
さ
れ
た
。
失
意
の
ど
ん

底
に
い
た
と
こ
ろ
に
終
戦
を
迎
え
る
。

馬
」
と
い
う
情
報
は
、
地
元
畑
中
の

有
力
者
を
通
し
て
南
大
分
全
域
に
野

火
の
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
く
。

　
保
に
嘉
永
井
路
の
改
修
を
依
頼
し

た
下
宗
方
の
河
野
勇
（
大
分
刑
務
所
勤

務
）
や
改
修
工
事
の
現
場
監
督
を
担
当

し
た
西
野
武
雄
ら
が
保
の
手
足
の
よ
う

に
動
き
、
選
挙
長
に
は
南
大
分
で
砂
糖

の
商
売
を
し
て
い
た
美
濃
春
生
が
引
き

受
け
た
。
美
濃
は
戦
前
か
ら
民
事
で
保

の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　
強
力
な
支
援
グ
ル
ー
プ
の
中
核
と

愛
弟
子

建
設
さ
れ
て
い
る
大
分
市
中
心
部
の
商
店
街
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戦
後
、
工
藤
青
年
は
父
が
経
営
す
る
旅
館
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
建
設

業
を
手
が
け
る
が
、
陸
軍
航
空
学
校
に
ふ
ら
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
が
癒
え
ず
、

そ
の
屈
折
し
た
心
情
を
〝
元
気
も
ん
〟
と
し
て
発
散
す
る
。
そ
こ
へ
現
れ

た
の
が
、
保
だ
っ
た
。
息
子
に
持
て
余
し
た
正
平
が
親
し
い
保
に
「
な
ん

と
か
、あ
い
つ
を
一
人
前
に
し
て
ほ
し
い
」と
懇
請
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

　
以
来
、
保
は
正
平
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
〝
元
気
も
ん
〟
に
遠
慮
会
釈
も

な
く
叱
咤
す
る
一
方
、
物
心
と
も
に
支
援
す
る
。

　
実
業
家
工
藤
は
そ
の
後
、大
分
市
議
〔
昭
和
三
十
四
年(

一
九
五
九)

〕、

大
分
県
議
（
三
十
八
年
）
と
地
方
政
治
家
の
道
も
歩
み
、
四
十
三
年
に
は

テ
レ
ビ
大
分
社
長
に
就
任
す
る
。
代
表
取
締
役
会
長
の
工
藤
は
「
現
在
あ

る
の
は
、
上
田
先
生
の
お
陰
」
と
い
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
。
彼
は
保
の
愛

弟
子
の
一
人
で
あ
る
。

　

地場経済界の重鎮
　一丸伍兵衛

三
つ
巴
戦

　
県
内
の
大
分
市
を
含
め
た
五

市
の
戦
後
初
の
市
長
選
挙
は
三

月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
、
大
分

市
で
は
上
田
保
（
自
由
党
）、

衛
藤
庵
（
社
会
党
）、
一
丸
伍

兵
衛
（
無
所
属
）
の
三
人
が
届

け
出
た
。

　
一
丸
は
大
分
町
・
竹
町
の
呉

服
店
経
営
森
百
太
郎
の
三
男

で
、
叔
父
の
三
代
一
丸
伍
兵
衛

社会党のホープ
江藤　庵
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の
養
子
と
な
る
。
昭
和
の
初
め
に
株
式
会
社
一
丸
を
創
立
し
、
十
年
に
県

下
初
の
本
格
的
な
デ
パ
ー
ト
を
開
業
し
た
。
市
議
会
議
長
、
大
分
商
工
会

議
所
副
会
頭
を
務
め
て
い
る
。

　
衛
藤
は
大
分
市
長
代
行
助
役
で
社
会
党
の
ホ
ー
プ
、
一
丸
は
地
場
経
済

界
の
重
鎮
。
両
候
補
と
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
人
脈
も
組
織
力
も
な
い
保
に

と
っ
て
、
強
敵
で
あ
る
。
下
馬
評
で
も
、
イ
ン
テ
リ
層
や
革
新
系
諸
団
体

の
支
持
が
あ
る
衛
藤
が
断
然
有
利
だ
っ
た
。

　　
だ
が
、
告
示
日
に
は
、
大
道
町
に
設
け
た
保
の
選
挙
事
務
所
や
そ
の
周

辺
は
、
南
大
分
か
ら
駆
け
つ
け
た
雲
霞
の
如
き
支
持
者
た
ち
で
埋
ま
り
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
。
必
勝
と
書
い
た
は
ち
ま
き
を
締
め
た
保
は
壇
上
に
立

ち
、
マ
イ
ク
な
し
で
第
一
声
を
上
げ
る
。

　
終
戦
か
ら
一
年
半
も
過
ぎ
て
い
る
の
に
、
焼
け
野
原
の
大
分
市
の
復
興

は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、底
の
浅
い
経
済
力
が
う
か
が
わ
れ
、い
て
も
立
っ

て
も
お
ら
れ
ぬ
思
い
だ
―
と
ま
ず
出
馬
の
動
機
を
述
べ
、
大
道
峠
の
下
に

ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
臨
港
線
を
通
し
、
国
有
林
の
払
い
下
げ
で
安
い
木
材

を
市
民
に
提
供
す
る
―
と
い
う
公
約
を
強
調
し
た
。
や
や
か
ん
高
い
が
、

よ
く
響
き
通
る
声
で
理
路
整
然
と
述
べ
る
保
の
あ
い
さ
つ
に
、
支
持
者
た

ち
は
「
さ
す
が
は
弁
護
士
、
予
想
外
に
弁
が
た
つ
」
と
喜
ん
だ
。

　
さ
ら
に
支
持
者
た
ち
の
目
を
見
張
ら
せ
た
の
は
、
こ
の
後
、
保
が
付
き

添
っ
て
い
た
千
鶴
子
と
と
も
に
〝
辻
説
法
〟
を
敢
行
し
た
こ
と
だ
。
二
人

三
脚
で
辻
説
法
し
て
回
っ
た
の
は
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
約
二
百
カ
所
に

及
び
、有
権
者
た
ち
に
は
斬
新
な
印
象
を
与
え
、ど
こ
で
も
評
判
に
な
っ
た
。

〝
辻
説
法
〟〝
草
の
根
〟
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こ
の
間
、
下
宗
方
の
支
持
者
た
ち
は
コ
メ
や
野
菜
な
ど
を
河
野
勇
の
家

に
持
ち
寄
っ
て
は
炊
き
出
し
、そ
れ
を
大
道
町
の
選
挙
事
務
所
に
運
ん
だ
。

ま
た
工
藤
ら
青
年
団
員
た
ち
は
手
書
き
の
ポ
ス
タ
ー
を
あ
ち
こ
ち
に
張
っ

て
回
っ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
応
援
演
説
を
ぶ
ち
、
各
地
で
集
会
を
開
い
て

い
っ
た
。
今
で
い
う
〝
草
の
根
選
挙
〟
を
地
で
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
す
る
衛
藤
、
一
丸
両
陣
営
は
組
織
選
挙
に
終
始
し
た
。
と
り

わ
け
、
社
会
党
の
衛
藤
陣
営
で
は
、
同
時
に
行
わ
れ
た
知
事
選
で
、
現
職

で
無
所
属
の
細
田
徳
寿
が
社
会
党
推
薦
の
安
田
幹
太
を
上
回
る
勢
い
だ
っ

た
た
め
（
結
果
は
細
田
の
勝
利
に
）、
県
都
の
市
長
ポ
ス
ト
だ
け
は
確
保

し
た
か
っ
た
。
傘
下
の
各
労
組
に
票
固
め
の
檄
（
げ
き
）
を
飛
ば
し
た
。

　　
投
票
は
四
月
五
日
に
行
わ
れ
、
結
果
は
次
の
通
り
に
な
っ
た
。

　
　
当
　
上
田
保
　
　
　
　
　
　
一
万
五
七
六
二
票

　
　
次
　
衛
藤
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
九
四
票

　
　
　
　
一
丸
伍
兵
衛
　
　
　
　
　
　
六
〇
七
四
票

　
保
は
最
有
力
と
み
ら
れ
て
い
た
衛
藤
に
大
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。
選

挙
初
の
〝
洗
礼
〟
で
あ
る
。
選
挙
事
務
所
内
は
支
持
者
た
ち
で
沸
き
返
り
、

保
は
握
手
攻
め
で
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
た
。
次
々
に
駆
け
つ
け
て
き
た
新

聞
記
者
た
ち
に
、
上
気
し
た
保
は
「
私
の
た
め
に
山
南
部
（
南
大
分
）
の

人
を
は
じ
め
友
人
諸
君
が
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
い
て
く
れ
た
真
剣
な
態
度

に
泣
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
長
に
な
っ
た
以
上
、
市
民
に
お
約
束
し
た
こ

と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
実
行
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
」
と
一
気
に

語
っ
た
。
保
、
脂
の
乗
っ
た
五
十
三
歳
の
と
き
で
あ
る
。

初
の
〝
洗
礼
〟
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当
時
、
県
立
別
府
高
等
女
学
校
（
別
府
鶴
見
丘
高
校
の
前
身
）
の
校
長

を
し
て
い
た
安
東
玉
彦
は
、
当
選
祝
い
に
と
大
分
市
西
春
日
の
上
田
家
を

訪
れ
た
。家
の
中
は
当
選
を
喜
ぶ
南
大
分
の
支
持
者
た
ち
で
ご
っ
た
返
し
、

保
と
ゆ
っ
く
り
話
す
機
会
も
な
い
。
そ
の
夜
は
泊
ま
る
こ
と
に
な
り
、
保

と
枕
を
並
べ
た
。
寝
入
り
ば
な
に
保
が
安
東
に
話
し
か
け
て
き
た
。

　「
君
、
校
長
ち
ゅ
う
の
は
辞
め
ら
れ
ん
の
か
」

　「
校
長
に
留
任
と
決
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
な
」

　
会
話
は
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
別
府
の
校
長
官
舎
に

い
た
安
東
に
呼
び
出
し
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
ま
た
、
例
の
話
か
な

と
思
い
な
が
ら
安
東
が
上
田
家
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
玄
関
先
で
待
っ
て
い

た
保
は
「
君
、
遅
い
じ
ゃ
な
い
か
」。
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
安
東
に
、
保

は
「
君
、
助
役
に
な
っ
ち
く
れ
ん
か
。
も
う
決
め
ち
ょ
る
か
ら
な
。
そ
の

保らの初当選を伝える大分合同新聞(昭和22年4月6日付)

つ
も
り
で
お
っ
て
く
れ
」
と

追
い
打
ち
を
か
け
た
。

　
安
東
は
い
っ
た
ん
断
っ
た

が
、
保
の
方
は
一
歩
も
引
か

な
い
。
保
は
弁
護
士
時
代
か

ら
付
き
合
っ
て
き
た
安
東
に

自
分
に
な
い
特
質
を
見
い
だ

し
て
い
た
。
彼
の
石
橋
を
た

た
い
て
渡
る
よ
う
な
慎
重
さ

と
根
回
し
（
説
得
力
）
の
特

技
は
、
猛
者
ぞ
ろ
い
の
議
会
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の
応
対
に
打
っ
て
つ
け
と
踏
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
遂
に
根
負
け
し
た
安
東
は
か
つ
て
児
童
雑
誌
「
青
い
空
」
の
出
版
で
世

話
に
な
っ
た
植
木
栄
助
や
後
藤
肇
（
建
設
会
社
社
長
）、
藤
井
文
雄
（
大

分
県
師
範
学
校
の
先
輩
で
教
師
）
ら
に
相
談
し
、
結
局
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
市
長
選
に
落
選
し
た
衛
藤
は
直
ち
に
大
分
市
議
選
（
投
票
日
は
四
月

三
十
日
）
に
立
候
補
し
、
最
高
得
票
で
当
選
し
て
い
る
。
選
ば
れ
た
新
議

員
は
衛
藤
を
含
め
三
十
六
人
。
政
党
の
内
訳
は
自
由
党
の
八
人
を
筆
頭
に

民
主
党
五
人
、
社
会
党
三
人
、
協
同
党
一
人
、
無
所
属
十
九
人
。
上
田
市

長
の
い
わ
ば
〝
親
衛
隊
〟
で
あ
る
南
大
分
の
議
員
は
工
藤
秀
明
の
父
正
平

ら
九
人
で
、
全
体
で
も
与
党
議
員
が
多
数
を
占
め
た
。

　　
市
長
選
、市
議
選
後
の
臨
時
議
会
は
五
月
十
日
に
開
会
し
、壇
上
に
立
っ

た
新
市
長
の
保
は
「
私
が
公
選
市
長
の
上
田
保
で
あ
り
、
至
っ
て
頭
が
悪

助
っ
人
、
川
上
勘
一

く
腕
も
鈍
く
て
、
十
万
市
民

の
市
長
と
し
て
、
そ
の
資
格

が
な
い
こ
と
は
十
分
自
覚
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
人

一
倍
、
愛
市
の
念
に
燃
え
、

や
む
に
や
ま
れ
な
い
気
持
ち

で
立
候
補
し
ま
し
た
。
市
長

に
選
ば
れ
た
以
上
、
馬
車
馬

に
な
っ
て
公
約
の
実
現
の
た

市長室で執務する保
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め
に
働
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
所
信
を
述
べ
た
。

　
こ
の
保
の
就
任
あ
い
さ
つ
に
議
員
席
で
感
銘
を
受
け
た
新
進
気
鋭
の
議

員
が
い
た
。
後
に
陰
に
な
り
日
向
に
な
っ
て
保
を
支
援
す
る
川
上
勘
一
で

あ
る
。
臨
海
工
業
地
建
設
や
市
町
村
合
併
と
い
っ
た
重
要
案
件
の
立
案
の

際
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、保
は
川
上
に
相
談
し
た
。
そ
の
と
き
、

川
上
は
い
つ
も
柔
和
な
表
情
を
崩
さ
ず
、
こ
う
言
っ
て
保
を
励
ま
し
た
。

「
お
や
り
な
さ
い
よ
」。

　〈
川
上
は
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
四
日
、
大
分
市
新
川
の
半
農
半
漁

の
家
に
生
ま
れ
た
。
父
利
作
、
母
ヱ
イ
の
長
男
で
、
ほ
か
に
姉
二
人
と
弟

二
人
、
妹
が
い
た
。
青
少
年
時
代
は
家
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
昭
和

十
二
年
、
日
中
戦
争
に
野
砲
兵
と
し
て
応
召
。
中
国
大
陸
で
転
戦
し
、
大

分
連
隊
区
司
令
部
付
の
と
き
に
終
戦
を
迎
え
る
。

　
復
員
後
、
地
方
政
治
家
を
志
し
、
二
十
二
年
か
ら
四
十
八
年
ま
で
市
議

を
務
め
、こ
の
間
、市
議
会
議
長
、自
民
党
大
分
市
支
部
連
合
会
長
を
歴
任
。

　
頭
の
回
転
は
速
く
、
動
作
も
敏
捷
だ
っ
た
。
四
十
二
年
、
水
道
料
金
値

上
げ
問
題
で
議
会
が
大
荒
れ
し
た
と
き
だ
。
保
守
系
議
員
が
強
行
採
決
し

よ
う
と
し
た
の
を
、
革
新
系
議
員
や
組
合
員
た
ち
が
ピ
ケ
を
張
り
、
議
長

の
入
室
を
阻
止
し
た
。
議
長
川
上
は
身
軽
に
ベ
ラ
ン
ダ
沿
い
に
す
る
す
る

と
議
場
に
入
り
、
反
対
派
を
あ
然
と
さ
せ
て
い
る
。

　
上
田
市
政
と
こ
れ
に
続
く
安
東

市
政
に
と
っ
て
は
頼
り
に
な
る
人

物
だ
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
大

分
合
同
新
聞
文
化
賞
受
賞
。
平
成

八
年
十
二
月
十
四
日
、
自
宅
で
死

大分市議に初当選した
川上勘一
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去
。
九
十
歳
。
川
上
の
長
男
利
昭
（
七
〇
）
＝
大
分
市
新
川
＝
は
「
父
は

市
民
に
は
分
け
隔
て
な
く
接
し
、
来
客
が
あ
れ
ば
職
業
を
問
わ
ず
、
座
敷

に
上
げ
て
歓
待
し
て
い
た
」
と
振
り
返
る
〉

　
名
コ
ン
ビ
誕
生

　
先
に
紹
介
し
た
臨
時
議
会
で
は
、

市
長
保
は
助
役
に
安
東
を
専
任
す
る

人
事
案
を
提
案
し
た
。
早
速
、
社
会

党
の
衛
藤
庵
、
甲
斐
楢
英
、
桑
原
益

蔵
三
議
員
が
「
校
長
の
助
役
で
は
務

ま
ら
ん
。
助
役
は
部
課
長
級
か
ら
選
べ
」
と
異
論
を
唱
え
た
が
、
結
局
全

会
一
致
で
同
意
。
こ
こ
に
ま
れ
に
み
る
上
田
・
安
東
の
〝
名
コ
ン
ビ
〟
が

誕
生
し
た
。
上
田
市
政
が
数
々
の
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
得

難
い
〝
女
房
役
〟
安
東
が
い
た
か
ら
こ
そ
と
い
っ
て
い
い
。

　　
保
は
初
登
庁
の
日
か
ら
張
り
切
っ
た
。「
毎
月
、
第
二
と
第
三
日
曜
日

に
市
長
室
を
〝
市
民
の
声
を
聞
く
場
〟
に
す
る
」
と
宣
言
。
そ
の
日
に
な

る
と
、
彼
一
人
で
午
前
八
時
に
登
庁
。
列
を
な
し
て
押
し
掛
け
て
来
る
市

民
一
人
ひ
と
り
か
ら
注
文
や
苦
情
を
聞
い
た
。

　
月
曜
日
朝
に
は
、
担
当
部
課
長
が
市
長
室
に
呼
び
出
さ
れ
、
市
民
か
ら

の
声
を
下
敷
き
に
指
示
が
次
々
に
飛
ぶ
。
ま
た
某
課
長
に
は
、「
ね
、
君
、

学
校
の
講
堂
を
使
用
す
る
の
に
ど
う
し
て
七
つ
の
ハ
ン
コ
が
必
要
な
の
？

助役になった安東玉彦

市
民
の
声
を
聞
く
場
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こ
げ
ん
こ
っ
ち
、
ど
う
な
る
ん
か
い
。
早
速
、
市
の
使
用
条
例
を
改
正
し

な
さ
い
」
と
〝
雷
〟
が
落
ち
る
。

　
保
は
初
め
て
上
京
し
た
際
、
真
っ
先
に
当
時
の
法
務
省
を
訪
れ
、
法
務

総
裁
の
殖
田
俊
吉
に
大
分
刑
務
所
の
河
野
勇
を
退
職
さ
せ
て
く
れ
と
頼
み

込
ん
だ
。
殖
田
は
木
下
郁
の
従
兄
弟
で
、
在
京
大
分
県
人
会
「
両
豊
倶
楽

部
」
を
通
じ
て
親
し
い
仲
に
な
っ
て
い
る
。

　
殖
田
は
理
由
も
聞
か
ず
、
そ
の
通
り
に
す
る
と
即
答
し
た
。
他
の
用
件

を
済
ま
せ
、
帰
京
し
た
保
は
す
ぐ
、
大
分
刑
務
所
の
河
野
を
市
長
室
に
呼

び
寄
せ
、「
秘
書
課
長
を
や
っ
て
く
れ
。
君
の
身
分
に
つ
い
て
は
、
殖
田

総
裁
と
話
が
つ
い
て
い
る
」
と
要
請
し
た
。
保
流
の
〝
即
断
即
決
〟
だ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
河
野
は
二
十
二
年
六
月
か
ら
約
一
年
間
、
秘
書
課
長
を

務
め
、
ま
た
大
分
刑
務
所
に
復
帰
す
る
。

　　
保
は
毎
朝
、
歩
い
て
登
庁
す
る
。
西
春
日
の
自
宅
か
ら
荷
揚
町
の
市
役

所
ま
で
だ
が
、
歩
く
コ
ー
ス
が
日
毎
に
変
わ
る
。
時
に
は
、
か
な
り
遠
い

と
こ
ろ
ま
で
歩
い
て
い
る
。
職
員
た
ち
の
間
に
も
「
新
市
長
は
健
康
保
持

の
た
め
に
励
行
し
て
い
る
ん
だ
な
」
と
評
判
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
健
康
以
外
の
目
的
が
分
か
っ
て
き
た
。
市
長
室
に
呼
ば
れ
た
担

当
職
員
た
ち
は
「
君
、
▽
▽
の
場
所
に
家
庭
用
ご
み
が
放
置
さ
れ
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
。
す
ぐ
、
回
収
し
な
さ
い
」「
君
、
○
○
通
り
の
街
路
樹
の

枝
が
伸
び
放
題
だ
よ
。
み
っ
と
も
な
い
。
す
ぐ
せ
ん
定
し
な
さ
い
」
―
と

し
ぼ
ら
れ
る
。

　
次
第
に
音
を
上
げ
る
職
員
も
出
て
き
て
、「
ハ
リ
キ
リ
ボ
ー
イ
の
新
市

散
歩
視
察
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長
に
つ
い
て
い
け
な
い
職
員
も
い
る
よ
う
だ
。
飛
躍
す
る
前
に
〝
同
志
の

納
得
〟
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
新
聞
記
事
も
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
助
役
安
東
の
出
番
に
な
る
。
彼
は
保
に
「
細
か
い
点
は
私
に

言
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
が
直
接
指
示
し
ま
す
か
ら
」
と
申
し
出
、
以
降
は

そ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
職
員
の
不
満
も
次
第
に
解
消
し
、
安
東
は
〝
潤
滑

油
〟
の
役
を
演
じ
て
い
く
。

　
以
前
の
市
長
は
市
会
議
員
た
ち
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

だ
け
に
、
上
京
す
る
際
に
は
有
力
議
員
を
連
れ
て
行
っ
た
り
、
委
員
会
が

終
わ
る
た
び
に
料
亭
で
一
杯
と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
。
保
は
そ
れ
ら
を

い
っ
さ
い
や
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
今
度
の
市
長
は
議
会
の
慣
例
を
無
視

す
る
」
と
風
当
た
り
が
強
か
っ
た
。
こ
の
風
当
た
り
を
和
ら
げ
る
の
も
、

安
東
の
役
目
だ
。
教
員
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
説
得
力
。
保
が
苦
手
と
す

る
分
野
を
補
っ
て
余
り
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
保
、
安
東
の
絶
妙
コ
ン
ビ
も
と
き
た
ま
、
意
見
の
食
い
違
い
が

生
じ
て
破
綻
し
た
。
二
人
と
も
強
情
な
た
め
、
口
を
き
か
ぬ
と
き
が
し
ば

ら
く
続
く
が
、
い
つ
も
先
に
折
れ
る
の
は
保
の
方
だ
。
彼
は
と
っ
て
つ
け

た
よ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、「
安
東
君
、
こ
ん
な
本
が
出
て
い
る

よ
」
と
新
刊
本
を
手
に
し
て
助
役
室
に
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
で
二
人
は
ま

た
、
元
の
鞘
に
戻
る
の
で
あ
る
。

　　
こ
の
時
期
、
保
は
公
園
造
り
に
熱
を
入
れ
る
。
彼
が
手
が
け
た
公
園
の

な
か
で
、
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
、
都
町
の
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
公
園
」
だ
。

「
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
分
の
庭
木
の
名
前
を
知
ら
な
い
。
あ
ん
ま
り
じ
ゃ

〝
公
園
市
長
〟
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な
い
か
」
と
彼
は
庭
木
を
集
め
る
公
園
を
思
い
つ
き
、
大
分
大
学
の
野
口

彰
教
授
と
一
緒
に
県
内
の
山
を
見
て
回
り
、
各
営
林
署
に
樹
木
の
提
供

を
依
頼
し
た
。
こ
う
し
て
、
六
百
三
十
種
の
樹
木
を
集
め
、
二
十
七
年
、

五
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
公
園
」
を
開
設
し
た
。
一
本

一
本
の
樹
木
に
は
、
名
称
や
由
来
、
原
生
地
な
ど
保
自
身
が
調
べ
た
説
明

書
き
が
付
き
、
話
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、若
竹
公
園
（
二
十
三
年
）、大
津
公
園
（
二
十
四
年
）、遊
歩
、

子
鹿
、
春
日
、
小
ば
と
公
園
（
二
十
六
年
）、
若
草
、
大
手
、
坊
ヶ
小
路
、

城
崎
公
園
（
二
十
七
年
）
な
ど
、
次
々
と
公
園
を
建
設
し
、〝
公
園
市
長
〟

の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
ま
で
つ
い
た
。

　
保
の
公
私
の
峻
別
ぶ
り
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
元
で
財
政
課

長
を
務
め
た
姫
野
太
之
（
八
一
）
＝
大
分
市
上
野
丘
＝
は
「
何
度
か
上
田

市
長
に
お
供
し
て
上
京
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
い
つ
も
安
い
木
賃
宿
ば
か

り
利
用
し
て
お
ら
れ
た
。
娘
さ
ん
（
千
鶴
子
）
が
結
婚
し
た
後
は
嫁
ぎ
先

の
平
松
家
（
東
京
・
目
黒
）

に
泊
ま
り
、
無
駄
な
出
費
は

し
な
か
っ
た
」
と
回
想
。

　
ま
た
、
平
松
守
彦
（
現
大

分
県
知
事
）
の
従
兄
弟
で
後

に
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
社
長

に
な
る
二
宮
吉
男
（
現
代
表

取
締
役
会
長
）
は
「
上
田
社

長
は
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
の
売

店
で
来
客
用
の
菓
子
、
土
産

類
を
購
入
す
る
際
に
で
も
、

現在のジャングル公園



第七章●「ハリキリボーイ」16

ご
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
支
払
っ
て
い
た
。
公
私
の
け
じ
め
は
極
め

て
厳
し
く
、
几
帳
面
。
百
円
台
の
金
額
の
物
ま
で
き
ち
ん
と
領
収
書
を
取

り
、
保
管
さ
れ
て
い
た
。
お
仕
え
し
て
い
て
『
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
』

と
何
度
も
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
顧
み
る
。
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